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③研究会を通しての自身の変化について   ④


































































































































































































































題であった（内山, 吉川, 清水, 松下, 2017）。
今回の参加者は、2018年4月現在で昇進1年
目と2年目の看護師長としているため、看護
管理者としての経験が同じくらいの新任者同
士であったということで、情報交換や交流が
しやすかった結果と考える。
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４．研究会の参加によって、特に自身が変化
したこと
　自由記述の結果は、大きくは【ビジョンを
明確にもつ】【自身の行動変容】【前向きな気
持ちへの変化】であった。【ビジョンを明確に
もつ】については、後藤, 川島（2010）による
と、問題発生時、部下にしかるべき態度を示
せなかった新任師長が自己をふり返り、対処
のロールモデルとして想起したのは、病棟運
営の方向性について自分の意見を明言できる
「ビジョンを公言できる師長」であったと述べ
ている。ビジョンを持ち、スタッフにそれを
説明できるということは、看護師長が大切に
する看護と管理をその部署に浸透させながら、
マネジメントすることに繋がる。この変化は、
第1回目の研究会の内容を反映していると考
えられる。【自身の行動変容】については、講
義内容から具体的な行動がイメージでき、
【前向きな気持ちへの変化】は、知識を得るこ
とで前進するきっかけになったのではないか
と推測される。研究会参加の結果、意識が変
わり、行動が変化したと考えられる。
Ⅶ．SAKU看護管理研究会の今後の方向
性
　本研究会は、日々の実践と理論の学習を繰
り返すことにより、職場で発生ししている看
護管理上の課題を解決していくことができる
管理スキルを獲得することを目的に、2014
年から活動を開始した（内山ら, 2017）。東信
地区15施設の参加が得られており、研究会
の活動も認識されている。2014年「問題解決」、
2015年「目標による管理を考える」、2015年
「医療安全管理」、2017年「スタッフが輝く職
場づくり」、2018年「看護管理の基本を学ぶ」
というテーマで開催してきた。2019年度の
活動は、東信地区の看護管理者による「大学
院で学ぶマネジメント」と題して、現場で応
用できる知識・理論や経験を、参加者ととも
に考える企画を考案している。
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